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研究成果の概要（和文）：本研究では，常温硬化樹脂を用いた新型プラスチックシンチレータの開発を行ってお
り，先行研究(若手研究B 26800148 研究代表者 小野裕明)の知見と設備を十分に生かして，新型シンチレータの
実用化に向けた基礎性能の評価と性能向上を行ってきた。
研究当初に新型シンチレータの経年劣化が早いことがわかり，経年変化に対する性能向上のために，プラスチッ
クシンチレータに対して添加剤の添加を行いながら，発光量の評価を行ってきた。
本研究により，新型プラスチックシンチレータを安価に作りつつ，添加剤によって劣化を抑えられることが分か
り，実用化に向けて大きく進んだ。

研究成果の概要（英文）：We have developed new plastic scintillator cured at room temperature, and 
advanced study from the knowledge and equipment of the previous study (KAKEN young research B 
26800148, Hiroaki Ono), toward the practical use of new plastic scintillator. Basic properties and 
long term stability of light yield and light attenuation length have been evaluated.
From the measurement, long term stability seems to be lower than commercially available scintillator
 and we add the stabilizer additive to improve the stability.
In the study, we have observed better long term stability using stabilizer even though still we are 
optimizing additives to improve the performance, but our new plastic scintillator has been improved 
advance for practical usage.

研究分野： 素粒子物理学実験
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発した常温硬化樹脂を用いた新型プラスチックシンチレータは，機能性物質を添加した粒子検出機能
に特化したプラスチックシンチレータを安価に，簡便に作成することが可能になる。機能性物質をプラスチック
シンチレータは，食品に含まれる放射性物質のスキャンなどを行う際に，大型化した装置を安価に作成できる可
能性がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は，先行研究 (若手研究 B 26800148 研究代表者 小野裕明)において開発を行ってきた
常温硬化樹脂を用いたプラスチックシンチレータの実用化に向けた，基礎性能の評価と向上を
目指して研究を開始した。先行研究では，原子炉ニュートリノ検出器のためのガドリニウム含
有プラスチックシンチレータの開発を行っており，先行研究において常温硬化樹脂を用いたガ
ドリニウム含有プラスチックシンチレータの開発と，中性子線源を用いたニュートリノ擬似信
号の検出に成功していた。一方，常温硬化樹脂を用いたプラスチックシンチレータの発光量に
ついては，先行研究においても開発を進めてきたが，市販品のプラスチックシンチレータの性
能と比較して平均的には低い発光量であり，また，劣化速度が早いことが課題として残ってい
る状況であった。そのため，本研究では，常温硬化樹脂を用いたシンチレータの発光量や透過
率，光量の経年安定性など，プラスチックシンチレータとしての基本性能の測定・評価と実用
化に向けた性能向上を目指して研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究では，先行研究(若手研究 B 26800148 研究代表者 小野裕明)にて開発を行った原子炉ニ
ュートリノ検出器のための，ガドリニウム含有新型プラスチックシンチレータの開発を発展さ
せ，常温硬化樹脂を用いたプラスチックシンチレータを作成し，実用化に向けたプラスチック
シンチレータの基本性能の評価と性能向上を目的とする。 
特に，プラスチックシンチレータの基本性能で重要な発光量，透過率の長期安定性について，
研究期間内で長期測定を行い，シンチレータの性能評価と性能向上を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究では，先行研究(若手研究 B 26800148 研究代表者 小野裕明)にて開発を進めた，常温硬
化樹脂を用いたプラスチックシンチレータの基本性能の評価と向上を目的として研究を進めて
いった。特に，シンチレータの発光量安定性について研究期間内において長期間測定を行なっ
て評価し，さらに性能の向上を進めていった。 
プラスチックシンチレータの性能評価としては，シンチレータの発光量と透過率を測定してい
き，系統誤差を小さくするために線源を用いた発光量測定は自動化して行った。 
先行研究からも新型シンチレータの経年劣化が早く進むことが予想されており，添加剤を添加
することで安定性の向上を目指した。 
 
４．研究成果 
本研究では，常温硬化型樹脂を用いた新型プラスチックシンチレータの開発を先行研究から継
続して発展させ，シンチレータ自体の基本性能の評価と性能向上を試みた。 
まず，プラスチックシンチレータの発光量について評価を行い，作成方法を改善することで安
定して標準的な市販プラスチックシンチレータの 40%程の光量のシンチレータを安定的に作成
することができるようになった。一方，シンチレータの安定性については，発光量，透過率を
長期間測定することで評価を行った。また，先行研究から経年劣化が早い段階で起こってくる
傾向が観測されたため，添加剤を添加することで安定性の向上を図った。 
その結果，添加剤を添加することによって劣化速度を低減させることができることが確認でき
た。しかしながら，まだ実用に耐えうる程度の十分な安定性を得るには至っていないため，さ
らに添加剤の選択と最適化を行っていく。 
一方で，現状の性能においても特定用途においては十分な性能を有しており，実用化に向けて
大きく前進できた。さらに，機能性材料を添加することで，特定の粒子識別を効率的に行うこ
とが可能なシンチレータの開発にも本研究内容を発展させており，いくつかの機能性材料を添
加したシンチレータの開発にも成功した。 
本研究内容については，常温硬化樹脂を用いたプラスチックシンチレータの長期安定性に関す
る結果を論文化して，公表する予定である。 
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